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南摩ダムのダム湖名は

　令和8年3月25日、栃木県鹿沼市に
おいて、水資源機構が建設を進めて
いる「南摩ダム」のダム湖命名式が
開催されました。
　命名式は鹿沼市役所で行われ、
松井正一鹿沼市長をはじめ、2026
ミス日本「水の天使」の志村美帆
さん、水資源機構渡良瀬川ダム総
合管理所の一ノ瀬所長などの関係
者が出席しました。
　命名式では、これまで公募によっ
て寄せられた多数の応募案の中から
選定されたダム湖の名称が「かぬま
梶又湖（かぬま かじまたこ）」と命

名されたことが発表されま
した。
　この名称は、ダム湖周辺に
かつて存在した地名「梶又」
を後世に伝えるとともに、「か
ぬま」の名を冠することで、
地域の魅力を広く発信したい
という想いが込められていま
す。南摩ダムは、洪水調節や
水道用水の確保など、地域の
安全・安心な暮らしを支える重要な役
割を担う施設として整備が進められて
います。
　今回決定した「かぬま梶又湖」とい
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　春らしい穏やかな陽気に包まれた
4 月 11 日、南摩ダム建設現場で「南
摩ダムウォーキング＆ダム登山」が
開催されました。当日は多くの市民
の皆さんが参加し、普段はなかなか
入ることのできない工事現場で、特
別な体験を楽しみました。
　南摩ダム堤体登山は、ダム管理用
の約 350 段の階段を使ってダムの天
端まで登るイベントです。参加者は、

普段立ち入ることができないダムの
下部からその迫力ある姿を見上げた
後、階段を一歩ずつ登りながら、完
成へと向かう現場を体感しました。
　登りきった先では、見晴らしのよ
い天端からの景色が広がり、達成感
とともに特別なひとときを味わって
いました。
　このイベントには、2026 ミス日本

「水の天使」である志村さんも参加。
松井鹿沼市長とともに堤体を登りな
がら、参加者の皆さんと笑顔で交流
しました。
　「水の天使」として、水の大切さ
や環境への関心を広く伝えている志
村さんは、一人ひとりに丁寧に声を
かけながら、記念写真に応じたり会話

を楽しんだりと、会場を
温かな雰囲気で包みまし
た。参 加 者 か ら は「一 緒
に歩けてうれしい」といっ
た声が聞かれ、自然と笑
顔が広がっていました。
　また、松井鹿沼市長も
参加者とともに歩きなが
ら、ダムの役割や地域に
とっての意義について語
り、交流を深めました。
世代を問わず多くの方が
参加したことで、地域の
つながりを感じられる機会にもなり
ました。
　さらに当日は、スノーピーク鹿沼
キャンプフィールド＆スパの多目的
広場において、同施設の開設 2 周年
を記念したマルシェも開催されまし
た。会場には市内の飲食店など計 13
ブースが出店し、地元ならではのグ
ルメや商品が並び、多くの来場者
でにぎわいました。堤体登山とあ
わせて訪れた市民の皆さんが、食
事や買い物を楽しみながら、思い
思いの時間を過ごしている様子が
印象的でした。

　志村さんは南摩ダムを訪れ、「水
は私たちの暮らしを支える大切な
存在だと改めて感じました。南摩
ダムが地域の安心・安全につなが
ることを、こうして実際の現場で
実感できてうれしかったです」と
話し、水の大切さへの思いをやさ
しく伝えていました。
　今回のイベントは、南摩ダムへ
の理解を深めるとともに、人と人
との交流の輪が広がる一日となり
ました。今後もこうした取り組み
を 通 じ て、水 と 地 域、そ し て 人 を
つなぐ活動を行ってまいります。

▲松井市長 ▲志村さん ▲一ノ瀬所長

う名称とともに、今後、地域に親し
まれる水辺空間としての発展が期待
されます。
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「水の天使」志村さんの南摩ダム訪問レポート

２０２６ミス日本「水の天使」志村美帆さんに
南摩ダムを訪問いただいた際の
感想をいただきました。
実際に目で見て肌で感じられたことを
「水の広報官」の立場から述べて
いただきました。

２０２６ミス日本「水の天使」志村美帆さんに
南摩ダムを訪問いただいた際の
感想をいただきました。
実際に目で見て肌で感じられたことを
「水の広報官」の立場から述べて
いただきました。

　2026ミス日本「水の天使」の志村
美帆と申します。栃木県鹿沼市で開
催された「南摩ダムウォーキング
＆ダム登山」に参加させていただい
た際の体験や、その後に訪問した関
連施設の見学を通して感じたこと
を綴らせていただきます。
　私は現在、慶應義塾大学法学部法
律学科に在籍しております。幼少期
から祖母の影響でヴァイオリンを
続けており、音楽とともに育ってき
ました。一方で、水泳、テニス、フェ
ンシング、ゴルフなど身体を動かす
ことも大好きで、日々の生活の中で
大切な存在となっています。そのた
め、自然の中を実際に歩きながらダ
ムを体感できる今回のイベントに
参加できると伺ったときは、とても
胸が高鳴りました。
　南摩ダムは、私にとって初めて訪
れたダムです。イベントの約2 週間
前に開催された「かぬま梶又湖」の
湖名発表式にも参加させていただ
き、その際には洪水調節や水道用水
の供給など、地域の暮らしを支える
重要な役割を担っていることを学
びました。また、自然と共生しなが
ら地域に親しまれるダムを目指し
て整備が進められていることにも
強く惹かれました。湖名発表式で

は、南摩ダムカレーもいただきまし
た。南摩ダムの特徴の一つであるコ
ン ク リ ー ト 表 面 遮 水 壁 型 ロ ッ ク
フ ィ ル ダ ム の 白 い 遮 水 壁 部 分 が
チーズで表現されており、見た目に
も楽しく、ダムの特徴を感じながら
味わうことができました。こうした
工夫を通して、地域の方々にとって
ダムがより身近な存在となってい
ることも印象的でした。
　そして4月11日、「南摩ダムウォー
キング＆ダム登山」が開催されまし
た。当日は4 月とは思えないほど気
温が高く、雲ひとつない快晴でし
た。青空の下、多くの参加者の皆様
が集まり、会場全体が非常に活気に
包まれていた事が印象に残ってい
ます。実際に約350 段の階段を登り
始めると、その道のりは想像以上に
険しく、体力的にも決して簡単なも
のではありませんでした。しかし、
登り切った先に広がっていた景色
は、それまでの疲れを忘れるほど美

しいものでした。澄み渡る青空と、
その青空を映し出す南摩ダムの水
面。現地に立って初めて感じられる
壮大さがありました。また、自分の
足で歩きながらダムを目指したこ
とで、水を支えるということが決し
て当たり前ではないのだと改めて
感じました。普段は蛇口をひねれば
水が使える生活を送っていますが、
その背景には、こうした巨大な施設
の整備や維持管理、そして多くの
方々の努力があるのだと実感しま
した。身体を動かして辿り着いたか
らこそ見える景色には、特別な価値
があるのだと思います。

　実際に南摩注水工や大芦川放流工
などの施設を見学したことで、安定
した水供給を支える仕組みは、一つ
の施設だけで成り立っているのでは
なく、多くの設備や河川が連携する
ことで成り立っているのだと学びま
した。図や説明だけでは理解しきれ
なかった水の流れを、現地で立体的
に感じることができたように思いま
す。今回最も心に残った場所は、南摩
ダムの貯水池上流端でした。現在は
まだ自然の風景が広がっています
が、将来的にはここも湖の一部とな
ります。今しか見ることのできない
景色を目にしているのだと思うと、
不思議な感覚がありました。また、そ
の場所では大きな白い鳥の姿を見る
こともできました。自然の豊かさと、
水資源を支える巨大なインフラが共
存している光景は、とても象徴的で
あったように感じます。
　今回の訪問を通して、南摩ダムは
単なる巨大な構造物ではなく、洪水
調節、水道用水の供給、流水機能の
維持など、多くの役割を担いなが

ら、地域の自然や暮らしとも深く結
びついている存在であることを学
びました。また、ウォーキングや見
学会といった体験を通して、地域の
方々や訪れた人々がダムをより身
近に感じられる工夫がなされてい
ることも印象的でした。
　私自身、実際に歩き、登り、現場を
見ることで、水インフラへの理解が
より立体的になったように感じて
います。水インフラは、普段は意識
されにくい存在かもしれません。し
かし、私たちの暮らしを支えるため

に欠かすことのできない存在であ
り、その役割や価値を現地で体感す
ることで、見え方は大きく変わるの
だと思います。将来的には、現在整備
が進められているアクティビティ
ゾーンなどを通して、さらに多くの
方々が自然や水インフラに親しみ、
その重要性を身近に感じられる場所
になっていくのではないかと感じま
した。私も今回学ばせていただいた
ことを、「水の天使」としてこれから
も多くの方々に発信していきたいと
思います。 

　昼食では、栃木県のご当地グルメで
あるニラそばをいただき、その後は南
摩ダムのルーツを辿る見学へ向かい

ました。以前参加した湖
名発表式では、監査廊や
鉛直水平変位計室など、
ダム本体に関わる施設を
見学させていただきまし
たが、今回は南摩ダムの
貯水池上流端や南摩川の
源流部、大芦川放流工な
どを訪問しました。特に
印象的だったのは、南摩
ダムは南摩川だけで成立しているわ
けではないということを、実際に現地
を見ることで理解できた点です。これ
まで私は、一つの川に一つのダムがあ
るという程度の認識しか持っていま

せんでした。しかし、南摩ダムでは南
摩川だけではなく、黒川や大芦川など
複数の流域の水を効率的に融通し合
い、必要に応じて送水路や導水路を通
じて補給が行われます。
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